
02

04

11

035

036

※総合評価は、「施策の内容」の総合評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

B B A

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

総合評価 B B

※「施策の内容」の総合評価…A=80点以上、B=60点以上80点未満、C=40点以上60点未満、D=20点以上40点未満、E=20点未満
※今後の方向性…①=効果的な事業構成であるため、方向性を維持、②=概ね効果的な事業構成であるが、一部見直し等の余地がある、③=あまり効果的な事業
構成ではないため、見直しの余地が大きい、④=事業構成に問題があるため、抜本的な見直し等が必要

３　「施策」の総合評価

「施策の内容」の
総合評価を
根拠とした

「施策」の総合評価

区分 選択区分 総評（施策の進捗状況や効果等を端的に記載）

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A
　健康づくり推進懇話会を開催して健康づくりに係る施策に関する意見の聴取及び推
進を図るとともに、健康診査や各種検診、予防接種、健康教育・健康相談、食生活改
善推進員及び健康づくり推進員の養成による啓発活動、自殺防止に係る啓発活動等
を実施するなど、健康づくりを推進しています。

計画期間における達成状況
年度 平成30年度

ヘルスボランティアなどの地域団体等と連携し、健康増進に向けて
市民の主体的な活動を引き出し、信頼やネットワークを構築しなが
ら効果的・継続的に地域特性に応じた取組を推進します。 A ① 健康づくり

課

生活習慣病の予防や心の健康を保つため、各種健康診査を推進
し、きめ細かな相談支援を行うとともに、市民が関心を持ち行動に
移してもらえるような健康情報の提供を行います。 A ① 健康づくり

課

２　「施策の内容」の総合評価と今後の方向性
番
号

施策の内容
「施策の内容」の総合評価 今後の方向性

担当課
選択区分 選択区分

担当部局 健康福祉部

施策の内容（番号） 035 ～ 036

施策の評価シート(令和４年度分)

１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 安心して健やかに暮らせるまちづくり

基本政策 健康づくりの推進と医療体制の充実 管理コード 020411

施策 健康づくりの推進 本冊ページ 57

関連個別計画 津市第３次健康づくり計画、津市自殺対策計画
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02

04

11

035

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

035-5

コロナの影響で活動機会は減少し
たが継続して提供できたため「◎」と
した。計画した回数は実施できた
が、本来の調理実習による伝達方
法がコロナの影響もあり各地域で
行えなかったため「〇」とした。効果
的な方法である調理実習での伝達
により食と健康維持に気づける人
が増えるよう、支援していく。

市民
研修会の回数
啓発事業の実施回数
参加者数

健康づくり
課

食べることは生きる基本であり、食
育、食生活の改善から健康づくりに
つながる

1,110 現状維持

752 現状維持

コロナの影響により活動機会
は減少したが継続して提供で
きたため「◎」とした。実施回数
や参加者数もそれに伴い減少
したが、コロナ禍でも感染対策
を講じ、計画した回数は実施で
きたため「◎」とした。
今後も各地域での啓発を継続
して進めていく。

035-4

健康づくり
事業

食生活改善推進
事業に係る業務
委託  健康づくり
に関する普及啓
発活動

食品衛生の普及、栄養が摂れるレシ
ピを調理実習で伝達、食生活による
健康維持につながる

身近な地域での研修
会などの機会の提供

035-3

健康づくり
事業 健康づくり推進事

業に係る業務  健
康づくりに関する
普及啓発活動

健康づくりに関心がもてるよう、身近
な立場から波及し広げることができる

身近な地域での研修
会などの機会の提供

主に壮年期から高齢期の市民
研修会回数　20回以上
啓発事業実施回数　40回以上
参加者数

健康づくり
課

健康情報の伝達や啓発と活動を
通じた仲間づくりにつながる

養成講座を３年ぶりに開催できたので
「◎」とした。一志地域で開催したが、
近くの地域の受講者も少なく、定員の
半数に満たない申込状況であったが、
推進員の人材育成はでき、登録多に
つながったため「〇」とした。チラシ等
の周知箇所を増やし、会場、講座回
数、時間の設定を見直し、開催情報の
届け方や参加しやすい講座となるよう
検討が必要。

壮年期から高齢期の市民
受講者数
推進員の登録数

健康づくり
課

仲間との活動で健康づくりに継
続して関心をもち生活できる

155 現状維持

健康の維持増進についての支援 666 現状維持

035-2

健康づくり
事業

食生活改善推進
員、健康づくり推
進員の活動支援
と市民や地域に
健康づくりを広げ
るボランティア活
動を担う人材の
育成

身近な地域でのボランティア活動と
社会貢献が健康維持及び高齢期で
は生活機能の維持につながる

養成講座の実施

035-1

健康づくり
事業

健康づくり推進懇
話会を開催し、市
民の健康づくりに
かかる施策に関
して、広く意見を
聴取し、その推進
に資する活動を
協働で実施する

地域にある組織・人材によるソー
シャルキャピタルの醸成

懇話会開催回数５回 開催回数が予定回数より
少なかったため「○」とし
た。第４次健康づくり計画
策定に向けた意見聴取が
必要があるため、継続して
進めていく。

市民 懇話会開催回数４回

健康づくり
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 健康福祉部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

ヘルスボランティアなどの地域団体等と連携し、健康増進に向けて市民の主体的
な活動を引き出し、信頼やネットワークを構築しながら効果的・継続的に地域特性
に応じた取組を推進します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 健康づくりの推進 本冊ページ 57

関連個別計画 津市第３次健康づくり計画（平成29年度～令和４年度）

施策の内容評価シート(令和４年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 安心して健やかに暮らせるまちづくり

基本政策 健康づくりの推進と医療体制の充実 管理コード 020411035
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施策の内容評価シート(令和４年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ①

総合評価 B B B B A

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

035-10

035-9

035-8

035-7

035-6
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02

04

11

036

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ◎

何 (千円)733 現状維持

計画より受診者数が少な
かったことより「〇」とした。
国の施策に準じて実施して
おり「◎」とした。
今後も同様に実施する。

036-5

30歳歯周
病検診事

業 30歳を対象とする
歯周病検診の実
施

歯周疾患を予防できる 受診者数　200人

受診者 受診者数　183人

健康づくり
課

歯周疾患の早期発見・治療をす
ることができる

受診者の増加を見込んだが、
予定より少なかったことより
「○」とした。
国の指針に基づき二重読影体
制で実施しており「◎」とした。
今後も適切な対象者への受診
勧奨に努めて実施する。

受診者
二重読影件数　10,633
人

健康づくり
課

二重読影により、見落としなくが
んを早期発見できる

16,028 現状維持

8,270 現状維持

計画より受診者数が増えた
ことより「◎」とした。
国の施策どおり実施してお
り「◎」とした。
今後も同様に実施する。

036-4

胃がん検
診二重読
影事業 国の指針に基づ

く胃がん検診二
重読影の実施

胃がんを早期発見できる
二重読影件数　12,090
人

036-3

歯周病検
診事業 40歳・50歳・60

歳・70歳を対象と
する歯周病検診
の実施

歯周疾患を予防できる 受診者数　1,955人

受診者 受診者数　2,066人

健康づくり
課

歯周疾患の早期発見・治療をす
ることができる

受診者の増加を見込んだ
が、予定より少なかったこと
より「○」とした。
毎年精度管理をしながら実
施し、適切な対象者への受
診勧奨に努めて実施しており
「○」とした。
今後も適切な対象者への受
診勧奨に努めて実施する。

受診者
受診者数延　101,124
人

健康づくり
課

健康管理及びがんを早期発見す
ることができる

572,196 現状維持

感染症の蔓延及び重症化を予防
することができる

786,830 現状維持

036-2

健康診
査、がん検
診等事業

疾病の早期発
見、健康管理の
啓発のため、39
歳以下及び健康
増進法による健
康診査、各種が
ん検診等の実施

対象者が、39歳以下及び健康増進
法健康診査、各種がん検診等を受診
する

受診者数延　111,705
人

036-1

予防接種
事業

乳幼児・児童等の予
防接種、高齢者のイ
ンフルエンザ及び肺
炎球菌ワクチン接
種、妊娠を予定また
は希望している女
性・妊婦の夫などの
風しん予防接種等
の費用助成の実施

感染拡大の防止及び重症化予
防

定期予防接種の実施及
び勧奨、任意接種の費
用助成

多くの予防接種については
概ね計画した接種率に達し
ているが、子宮頸がんワク
チンについては対象者には
周知したが、計画数を大幅
に下回ったため「〇」とし
た。各予防接種について引
き続き勧奨していく。

対象者及び市民
各予防接種の接種
率、費用助成件数

健康づくり
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 健康福祉部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

生活習慣病の予防や心の健康を保つため、各種健康診査を推進し、きめ細かな相
談支援を行うとともに、市民が関心を持ち行動に移してもらえるような健康情報の
提供を行います。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 健康づくりの推進 本冊ページ 57

関連個別計画 津市第３次健康づくり計画（平成29年度～令和４年度）、津市自殺対策計画（平成31年度～令和５年度）

施策の内容評価シート(令和４年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 安心して健やかに暮らせるまちづくり

基本政策 健康づくりの推進と医療体制の充実 管理コード 020411036
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施策の内容評価シート(令和４年度分)

効 ◆ △

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

036-9

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

総合評価 B B B B A

年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

今後の
方向性 ① ① ① ① ①

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

計画期間における達成状況

556 現状維持

コロナの影響により街頭啓
発を自粛していたが、R４年
度は実施し、啓発回数と参
加者数が増えたので「〇」と
した。今後も自殺予防週間
や自殺対策強化月間など
の機会に合わせ、啓発の
強化をしていく。

036-10

036-8

健康づくり
事業 地域自殺対策の

実施
街頭啓発と啓発
活動

自殺に至る心情や背景を理解し、自
らの心の不調や周りの人の不調に気
づける機会となる

街頭啓発、広報等を通じ
た啓発

市民 実施回数、参加者数

健康づくり
課

自殺に至る心情や背景を理解し、自らの心の不調
や周りの人の不調に気づき、一人で悩まず誰かに
相談し、自殺を予防する行動につながる

感染対策を講じ実施し、実
施回数、参加者数も増えた
ため「◎」とした。今後も継
続して健康管理に努めるこ
とができる機会を提供して
いく。

主に壮年期から高齢期の市民 実施回数、参加者数

健康づくり
課

自分の健康状態を把握し、健康管理
に努めることができる 268 現状維持

17,568 現状維持

計画した抗体検査数の6割
弱の実施数となったため△
とした。今後も対象者への
勧奨を続ける。

036-7

健康づくり
事業

健康教育と健康
相談の実施

健康づくりに関心を持ち、健康に関す
る不安の解消や情報を得ること機会
をつくることができる

健康教育、健康相談
の実施

036-6

成人の風
しんに関す
る追加的
対策事業

令和元年度から
令和3年度まで、
昭和37年4月2日
から昭和54年4月
1日生まれの男性
を対象にした風し
んの抗体検査及
び予防接種の実
施

風しんの感染拡大の防止及び重
症化予防

対象者への受検勧奨
抗体検査数　2,175人

昭和37年4月2日から昭和54年4月1
日生まれの男性のうち未受検者

抗体検査数　1,220人

健康づくり
課

風しんの蔓延及び重症化を予防
することができる
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